
洪水ハザードマップの見方と
避難行動

１．洪水浸水想定区域等について

２．近年の洪水災害

３．洪水ハザードマップの見方

４．命を守る避難行動

お問い合わせ：上野原市役所　危機管理室　危機管理担当　電話0554-62-3145　

日　時　　令和６年５月１８日（土）PM７：00～

場　所　　もみじホール
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水防法に基づく水位周知河川等の制度概要について

流域面積が大きい河川で、洪水によ
り国民経済上重大又は相当な損害を
生じるおそれがある河川

洪水予報河川
（大臣又は知事が指定）

洪水予報河川以外で洪水により国民
経済上重大又は相当な損害を生じる
おそれがある河川

水位周知河川
（大臣又は知事が指定）

想定される最大規模の降雨により河川が
氾濫した場合に浸水が想定される区域を
洪水浸水想定区域として指定

洪水浸水想定区域
（大臣又は知事が指定）

洪水予報等の伝達、避難場所等を記載（市地域防災計画へも記載）

市がハザードマップを作成し住民に周知
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山梨県の河川の状況

級別 水系名 河川数
洪水予報
河川数

水位周知
河川数

一級

富士川 504 2 １５

相模川 87 ０ ３

多摩川 10 ０ ０

小　計 601 ２ １８

二級

西湖 6 － －

精進湖 2 － －

本栖湖 1 － －

小　計 9 － －

合　計 610 ２ １８
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上野原市における洪水浸水想定区域
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洪水浸水想定区域指定の前提となる降雨

笹子川合流地点上流域
627mm／24時間

相模川流域
567mm／48時間

1000年に1回程度の割合で発生する降雨量
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２．近年の洪水災害

１．洪水浸水想定区域等について

２．近年の洪水災害

３．洪水ハザードマップの見方

４．命を守る避難行動
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全国の1時間降水量50㎜以上の年間発生回数
出典：気象庁ホームページ 

2014～2023年　平均年間約24回1976～1985年　平均年間約１４回

約1.7倍
棒グラフ（緑）は各年の年間発生回数を示す（全国のアメダスによる観測値を1,300地点あたりに換算した値）。折れ線（青）は5年移動平
均値、直線（赤）は長期変化傾向（この期間の平均的な変化傾向）を示す。 8



全国的な洪水災害

令和2年7月豪雨
梅雨前線が停滞。線状降水帯により熊本県、鹿児島県を中心に
大雨となり、全体で２００近くの河川で決壊等による氾濫が発生。　
【出典】国土交通省

平成28年8月　台風10号

岩手県岩泉町で高齢者福祉施設が氾濫した河川の濁流に
襲われ9人が死亡。

平成30年7月豪雨
西日本を中心に全国的に広い範囲で記録的な大雨。岡山県真備
町で大規模な水害。【出典】国土交通省

「線状降水帯」が帯状
に次々と発生。19河
川で堤防決壊、67河
川で氾濫等の被害。
常総市で鬼怒川が決
壊。【出典】国土交通
省

平成27年9月
　関東・東北豪雨
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累計雨量（多いところ）24時間551mm　48時間618mm　８名死亡　

累計雨量（多いところ）24時間２４５mm　48時間３５５mm　２２名死亡　

※東北地方太平洋側に   上陸したのは初めて

累計雨量
（多いところ）

24時間
691mm

48時間
1,025mm

２２３名死亡　

累計雨量
（多いところ）

24時間
４９７mm

48時間
７９２mm

８４名死亡　



上野原市での洪水災害

【 被　害 】
  死者１名　　負傷者８名
　全壊７棟　　半壊７棟　　一部損壊３０棟　
　床上浸水　７１棟　　床下浸水５５棟　

写真は島田地区新田地内

昭和５７年８月２日　台風１０号

総雨量４０９mm
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３．洪水ハザードマップの見方
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洪水ハザードマップの構成
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浸水想定区域と河岸浸食

浸水想定区域

河岸浸食

家屋が倒壊するような「河
岸浸食」が発生するおそれ
がある区域。
地面が削られ家屋は建物
ごと崩壊するおそれがあ
る。

上野原駅周辺抜粋

四方津駅周辺抜粋
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避難が必要か確認する

❶自宅周辺の危険な箇所を
   確認する
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避難経路・場所を確認する
❷避難場所までの経路を確
   認しましょう

❸実際に避難場所まで歩い

   てみましょう

※できるだけ早めに危険区域外へ避難してください。
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避難計画を立てる

❹我が家の避難計画をたてましょう

警戒レベル
や気象情報

自分の行動
計画を記載

時間経過に
伴う行動

主な備えの
例

備えまでの
時間
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避難計画を立てるために必要なこと

で
き
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ば
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ら
収
集
で
き
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報
の
意
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を
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、
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と

市が発表（発令）
（気象庁の情報を参考に）

甲府地方気象台が発表 17



４．命を守る避難行動
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適切な避難行動

避難とは「難」を「避」けること

市民一人ひとりが、自らの命を守るために、安全な場所に移動した

り、留まったりすることによって「難」を避けることです。必ずしも避難

所など、公的な避難所に避難する必要はありません。

災害の危険性のない場所等の親戚、知人宅に避難することも避難行動の一つ

です。個々の状況に応じた適切な避難行動を考えておきましょう。
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気象情報等の収集

甲府地方気象台が発表する大雨や洪水などの注意報、警報、土砂災害警戒情報及び地震情報などを
電子メールで提供するサービス

山梨県災害情報メール
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各種防災アプリ

気象情報等の収集
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気象情報等の収集
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気象情報等の収集
雨量・水位情報をタッチ 上野原市をタッチ 水位状況図をタッチ

見たい水位計をタッチ 23



気象庁が提供するサービスで、大雨や洪水による災害の危険度を５段階に色分けして、
地図上にリアルタイムに表示するシステム

危険度を確認（キキクル：危険度分布）
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危険度の情報（キキクル：危険度分布）

色
を
統
一

２
時
間
先
の
予
測

３
時
間
先
の
予
測
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危険度の情報（キキクル：危険度分布）
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市からの情報

■防災行政無線（屋外スピーカー）
防災情報や行政情報などを屋外のスピーカーを通して一斉に
住民にお知らせします。

ホームページ掲載イメージ

ポスト画面イメージ

■防災無線確認電話
電話をかけて防災無線の放送内容が確認できます。　
☎０１２０－６３－２３８４ ※通話料無料

■行政防災うえのはらメール
防災無線の放送内容をメールでお届けします。
受信したいメールアドレスから「bousai.uenohara-city@raiden2.ktaiwork.jp」へ
空メールを送信してください。その後メールが届くので手順どおりに設定してください。
※ＱＲコードから上記アドレスを読取ることもできます。→

迷惑メール防止機能を利用している方は、
「bousai-uenohara-city@raiden2.ktaiwork.jp」からメールが受信できるよう設定して
下さい。

■上野原市公式ＬＩＮＥ
友達追加で放送内容が通知されます。
ＱＲコードを読み取って友達追加して
ください。→

（追加したら「防災・緊急情報」の受信
設定をしてください。）

トーク画面イメージ

■上野原市公式防災Ｘ（旧Twitter）　　
フォローで防災無線の放送内容が確認できます。
「https://twitter.com/uenoharabousai/」へ

アクセスするかＱＲコードを読み取ってフォローしてください。→

■上野原市ホームページ
防災無線で放送した内容を文字でホームページに
掲載しています。
（ＱＲコードを読み取ると市ホームページへ移行します。）
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市からの情報

２２

市がお知らせする防災無線の情報のうち、

　避難情報（高齢者等避難・避難指示・緊急安全確保）

　避難所情報（避難所の開設や閉鎖）

は、テレビのテロップでも表示されます。

また、避難情報については緊急速報メールでも配信されます。

■緊急速報メール
気象庁が配信する「緊急地震速報」「津波警報」、
各省庁・地方公共団体が配信する「災害・避難情
報」（Jアラートにて配信される国民保護情報等）
を、回線混雑の影響を受けずに受信することが
できます。
対象エリアにいるお客さまは、月額使用料のほ
か通信料や情報料も含め一切無料でご利用でき
ます。
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避難しやすいよう、荷物の量や服装に注意が必要です。自分や家族の状況に応じて必
要なものの優先順位を決めて準備しましょう。

非常用持出品の例

29

感染症対策もしっかり準備しておきましょう

●感染症対策



・最悪な事態を想定し、早めに危険区域外への避難する。 

避難する際の注意点など

早めに危険区域外へ避難する

土砂災害警戒区域にも注意する

30

暗くなってからの避難は避ける

・周囲の状況が確認できないためかえって危険な場合がある。

・洪水が起こる前には土砂災害の危険性も高まっている　
　可能性がある（その逆もある）。



最後に

災害の発生を防ぐことはできませんが、災害に関する知識

や備えを身につけることで、生命や財産に対する損害を軽

減することができます。

災害の情報は受け取るだけではなく、自らが取りに行くこ

とが大切です。

地域には、避難行動する際に支援を必要としている方がい

ます。いざというときは地域で助け合いましょう。
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上野原市ホームページでもハザードマップをご覧いただけます。

URL:https://www.city.uenohara.yamanashi.jp/page/1014823.html

①

②

③
④
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ご清聴ありがとうございました。
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